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東濤会だより

子歳連合御開帳の御本尊を巡拝・東濤会有志１０人
天童市の若松観音から鮭川村の庭月観音まで村山・最上地方に点在する最上三十三観音。今年は子歳連合御開帳の年にあたる。５月１日から１０月31日まで全札所のご本尊が開帳され、拝観できる。「この好機は逃せない」と山形東濤会の有志十人が集い、3日がかりで全札所を巡拝した。その模様を松田博之君が報告してくれた。

「最上三十三観音参り」巡拝団報告
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◎はじめに

[image: image3.bmp]　2月頃、今年は「平成二十年子歳連合御開帳」なので、最上三十三観音のご本尊を全て拝観できる又と無い機会だと言う話が出て、その後、東濤会の色々な会合で参加者を募ったところ、10名の賛同者により6月中に巡拝団結成の運びとなった。以下、各所で多数の人達から男ばかりの巡拝団は珍しがられたので、その概要をかいつまんで報告する。

◎メンバーと役割り

　団員は提案者の兼子正克・沼澤政辰両君をはじめ、秋葉建司、伊藤庄一、井上　茂、遠藤　彰、櫻井紀夫、清水　彬、仲野隆一、松田博之の諸君である。

　移動方法は各自自家用車で集合し、そこからは兼子君の日産・エルグランド、沼澤君のトヨタ・エスティマに夫々、分乗させてもらった。なお、仲野君は都合により第2日目は同じコースを自車で回り、第3日目朝に帰宅したので、残りの者で代参することになった。

　また、先達世話人役は、兼子君が実行計画策定や日程案内等の郵送をはじめ、笈摺り、御朱印帳等の手配を一手に引き受け、各朱印受け所での実務まで全部担ってくれた。

　宿泊は、仲野君が馴染みの赤倉温泉「みどりや旅館」を前もって手配した。

◎日程及び参拝順序

　第1回　7月7日（日帰り、13ヶ所）

山形市内、馬見ヶ埼プール：ジャバの駐車場を8時出発

高松→上山→松尾山→長谷堂→三河→岡村→千手堂→円応寺→六椹→岩波→平清水→唐松→山寺

　第2回　7月日21日～22日（一泊二日、1日目：18ヶ所、2日目４ヶ所）

　　天童市内、道の駅：モリーイナ天童森林情報館の駐車場を7時20分出発

　　　1日目：若松→長岡→落裳→長登→岩木→黒鳥→マリア観音（番々外）→小松沢→

五十沢→大石田→塩ノ沢→深堀→川前→尾花沢→延沢→六沢→上ノ畑→丹生村

2日目：富沢→世照（番外）→太郎田→庭月（打ち納め）

◎巡拝の流れ・エピソ－ドなど
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今回の巡拝に関しては、各人各様それぞれの考えや感想があるかと思うが、結論を先に述べると、取り分け信仰心が厚いとは思えない連中の「お札ぶち」にしては、意外と真面目に一連のお参りをこなし、その成果は大なるものがあったと感じる。（皆揃って、極楽へ行けるかも？）

◇先ず、初日、高松観音の朱印受け所で、各所で朱印をいただく、笈摺(おいずり)、御朱印帳、御影(おすがた)入れを用意して貰い、また、各所の観音堂に貼る納札を購入した。
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これら三種に各所で御朱印をまとめて受けてくれたのは兼子先達である。各人はその他に数珠と納経本(御詠歌本)を携帯した。
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◇各所のおける参拝は、①うがい手水で身を清め、②お賽銭をあげ鐘を撞き、③納札を所定の場所に貼り、④開経偈、般若心経、御詠歌、普廻向を読み上げ、⑤ご開帳の本尊を拝むのが一連の動作である。

◇御詠歌については、団員は全員うろ覚えでまともには詠えないながら、初日から全個所で詠ったが、2日目からは秋葉君が熟練者(年季の入った老婦人)の録音テープを持って来てくれたので、其れに合わせて詠うと何とか格好が付くようになり、皆満足。

◇「長谷堂」では、遠藤君が奉納した子歳連合御開帳の赤い旗を見つけ感心した後、山頂に登り、最上義光と直江兼続ゆかりの長谷堂城址見晴台から山形市街を一望にした。
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◇2日目、「黒鳥」から「小松沢」へ向かう途中、後続車に[image: image8.jpg]


とっては先導車が何とも不可解な方角に走るので、道を間違えているのかと思ったら、さに非ず。伊藤君の進言で番外の番外、東根市観音寺の｢マリア観音｣に立ち寄ったのである。県指定の重要文化財で一見の価値は充分にあった。なお、これは余談だが、そこの[image: image9.jpg]


境内で清水君はアンズを相当量拾い自家製ジャムが作れると喜んだ。
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◇赤倉温泉の「みどりや」に泊まり、一夜の宴を張ったわけだが、ラーメンを食べないと気が済まない団員が複数居て、従業員のお勧めで温泉街では唯一の食堂からラーメンを4杯出前して貰った。ところが、これが普通食べ慣れているラーメンとは一味も二味も違い、麺は生煮え、しかもブヨブヨ、汁はチョイト酸味があるような代物で、全員食べ残し。誠に後味の悪い結果となる。しかし、千点1円の麻雀で大負けした人が居なかったのがせめてもの救い。

[image: image11.jpg]


◇3日目、最初の参拝地「富沢」で、某君が宿の部屋のキーを、ポケットに入れたまま持って来たことに気付き、急遽先達車と返却に向かったが、残された者は、思わぬ時間的余裕が出来て、順調であれば気付かずに素通りしたであろう文化財にゆっくり触れることが出来た。その中身は　①駒供養の絵馬多数とでかい馬草鞋、②県天然記念物「トチノキの大木」、③立派な寺庭など。まさしく怪我の功名であった。
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◇さて、今回、特筆すべき出来事は、偶然にも昨年3月に他界した故草壁成義君の墓参りをしたことだ。巡拝も終盤に近い、番外「世照」でのこと。門前の売店に立寄り土産に採りたてのアスパラなどを買い求め、女店員との何気ない会話の中で、地区の教員であった草壁君の話をしたら、当の本人の墓がここにあると分かり、さっそく案内を請い、全員が墓前にて回向をし、写真を撮ることが出来た。まことに奇遇と言うほかは無い。この様にして、我々の三十三観音参りは「庭月」で無事終了。天童にて解散した。（文責：松田博之）
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民話と製糸の里に大正ロマン

【往時の栄華を伝える・多勢（旧姓相沢）恵子さん（南陽市池黒）】
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南陽市宮内の熊野大社から旧国道１１３号沿いに西へ約１㌔。「夕鶴の里資料館・語り部の館」に近い同市池黒の多勢（旧姓相沢）恵子さんのお宅を訪ねた。「多勢丸中家」として知られる恵子さんのお宅は、明治初期から生糸輸出で産を成した多勢一族の一角を占める。大正７年に着工し、昭和２年に完成したという自宅には往時の栄華を物語る建物や調度品、写真などが数多く残されている。

[image: image16.bmp]その一つが欧米のバイヤーを迎えたという洋式装飾の建物だ。母屋と棟続きの木造２階建て。素材や諸道具の多くはヨーロッパから取り寄せたという。１階は浴室、トイレ、洗面所など。２階天井まで吹き抜けの階段はコの字形に上る。窓はステンドグラス。２階のゆったりした広間はテーブル、椅子、ソファーなどを品良く配してある。漆喰装飾の天井や瀟洒なシャンデリア、壁面を飾る豪華な鏡台、カーテン、電気暖炉、絵画類が大正ロマンを目の当たりにするような空間を創出し、隆盛を極めた当時の様子を伝えている。隣接の寝室には当時のベッドがそのまま保存してあった。同時代に建てられた山形の文翔館（旧県庁と県会議事堂）を復元保存する際、工事に携わる担当者がわざわざ見学に来たという。

　母屋も素材にこだわり、格調が高い。座敷の欄間や床の間、飾り棚など、いたるところに当時の建築技術の粋を集め、中庭に面した廊下の床の一部に釘を使わない工法をさりげなく表現するなど、腕のいい職人の心意気もうかがえる。

南北に１２間、東西に４間もある廊下のガラス戸はすべてベルギーから取り寄せ、今でもスペアが残っている。少しゆがんで見えるのが特徴だそうだ。中庭は約１５０坪。雪解けのミズバショウに始まり、秋の紅葉まで四季折々の草花が楽しめるという。

南陽市史などによると、周辺一帯は上杉鷹山の藩政改革や産業奨励によって藩政時代から養蚕が盛んだった。幕末から明治維新の開港、開国政策に伴い地方にも海外交易の道が開けてくると、土地の有力者でもあった多勢家の一族がいち早く器械による製糸工場を開き、生糸輸出に取り組んだ。積極的な技術開発と品質管理に努め、海外でも「羽前エキストラ」として評価の高い製品を出荷。東北でも有数の生糸業者になった。海外の業者と直接、取り引きしたため、当時から外国人が訪れるのは珍しいことでなかった。

明治４２年に多勢丸多家から分家、独立した多勢丸中家は自宅に洋式装飾の部屋を設け、横浜や神戸から訪れる外国人バイヤーに寛ぎの場を提供するなど、国際親善の役目も果たしたらしい。初代当主が大正９年に東京・帝國ホテルで米国絹業協会の関係者らと会食したときのメニューを記した扇子が額装で保存されていた。
昭和３８年に製糸工場から電気・機械器具の製造に転換し、現在は二つの会社を経営している。恵子さんはご母堂が宮内の旧家出身でもあったことから、見合いをして多勢丸中家に嫁いだ。「嫁に来て３０年は主婦専業。子育てと広い屋敷の維持管理に追われた」と語る。ご主人が経営の第一線を退いてから、会社の一つを引継ぎ、社長を務めている。もう一つの会社はご長男が経営しているという。

近くを織機（おりはた）川が流れ、川を挟んだ漆山地区には民話「鶴の恩返し」が伝わる。加えて製糸産業が栄えた地域であることから、地元では「民話と製糸・機織り」が地域興しのテーマ。夕鶴の里資料館・語り部の館は多勢丸多家の跡地に整備されている。

山形から国道３４８号経由で約５０分。今回は市川（桜井）みちさん、土井順子さん、鈴木正朗君、遠藤彰君らと共におじゃました。ご主人の賢二郎さんと恵子さんから洋装の間などを案内していただき、大正ロマンのムードに浸りながら、製糸産業の推移や地域の歴史などをお聞きしたほか、高校時代の思い出話にも花を咲かせた。（小笠原英雄記）

浦山宏君の木版画集「絆」・年賀状等の作品

仙台市在住の浦山宏君が年賀木版画集「絆」＝写真右＝を出版した。学窓を巣立ち、社会に飛び込んでから４０余年。この間、恩師や仕事上の先輩、同僚、知人、友人に送った木版の年賀状と寒中見舞、暑中見舞を年代順にまとめた。

「一年の無事を伝える便りとして、心を込めた年賀状を送ってきた。一年に一度だけ製作した木版画」だそうで、作品集として出版したのは一昨年の２００６（平成１８）年１２月。「仕事を終えた記念に著した」という。

年賀状は１９６５（昭和４０）年の「角巻の女（２版２色）」にはじまり、２００６年の「仙台張り子（４版４色）」まで４４点、寒中見舞・暑中見舞は１９９６（平成８）年冬の「福寿草（１版１色・手彩）」、２００５（平成１７）年夏の「さぎそう（１版１色・手彩）」など６点を収めてある。

題材は家庭でのメモリアルや赴任地の伝統行事、郷土玩具、民芸品、風物詩などを取り上げ、家族愛、地域愛がにじみ出た作品集となっている。（写真左は「ねぶたハネト（６版７色）」

同君は２００７年２月に逝去された妹さんの遺作集「ふりーじあ」＝写真右＝の出版をサポートした。妹さんは華道をはじめ絵織、染織、絵手紙、金属レリーフ、クロッキー等々、多彩な分野で優れた作品を残されている。「ふりーじあ」は２００４年秋の入院以来、３年余にわたって２冊のノートに書きつづった手記をもとにご主人が出版を企画され、浦山君が編集を担った。表紙の絵は妹さん、題字は同君の筆による。巻頭には東北連合華道展の作品や県美展の染織、自らが主宰する絵織展の案内葉書、絵手紙の作品なども写真で紹介され、妹さんを偲ぶ人たちの心を打つ一冊となっている。（小笠原英雄記）

２００８年東京・山形合同ゴルフコンペ

【１０月５～６日、福島県白河高原ＣＣで開催】

東京東濤会と山形東濤会の合同ゴルフコンペを１０月５日（日）と６日（月）の両日、白河高原カントリークラブ（福島県西白河郡西郷村真舟）で開催する。

２００５年に栃木県の那須高原で第１回大会を開いて以来、２００６年は白河高原、２００７年は山形と毎年１回、実施するようになり、今年は４度目の合同コンペとなる。

毎年、３０人前後が参加し、前夜祭を兼ねた懇親パーティーで旧交を温めた後、コースに出る。ちなみに第１回大会は江口惇男君、第２回と第３回大会は岡部正美君が優勝している。

今回も３０人余が参加する予定。１日目の５日夜は懇親パーティー、６日は午前８時３０分にスタートする。競技はダブルぺリア方式。賞品は優勝、準優勝、３位、飛び賞（５、１０、１５、２０、２５位）、ＢＧ、ＢＢ、ニアピン・ドラゴン（アウト、イン各１ホール）等を用意している。

【余談ながら…・幹事４人が激震と豪雨に遭遇】

今回のコンペで幹事を務める４人が宮城県鬼首の国民宿舎に宿泊中、震度５の地震に遭遇した。４人は合同コンペの打ち合わせを兼ねて７月２３日夜、鬼首ロッジに宿泊し、翌２４日はゴルフコースを回る予定だった。

ところが７月２４日午前零時２６分ころ、東北地方が今年２度目の激震に襲われた。岩手県沿岸北部で震度６強を観測。宮城県内陸北部でも震度５強と発表された。

山形では体験したことのないような強い揺れ。大抵の事態には動じない面々も、さすがに飛び起きた（ただ一人を除いて）。まずは被害のないことを確かめ再度、床に就いた。

だが、朝起きてみると雨。コースに出てはみたものの、雨足は強まるいっぽう。プレーは２ホールで打ち切らざるを得なかった。

この豪雨の中、１オーバーと近来にない好スコアだったのがＫ君。２ホールで終えたことには触れず、しきりに「１オーバー」だけを強調していた。（清水　彬記）

今年の芋煮会は９月２７日（土）

山形東濤会の恒例行事となった「芋煮会」は９月２７日（土）、唐松観音下の河原（カワサキヤ芋煮会特設会場）で開く。集合は午前１１時。テント内なので雨天でも決行する。会費は３，５００円（当日徴収）。会場への交通手段としてマイクロバスを用意する。マイクロバスはＪＲ山形駅西口霞城セントラル前から「山形市役所前」経由で会場まで。霞城セントラル前は午前１０時３０分集合、山形市役所前は１０時４５分ころの予定。出欠の有無は返信用ハガキで９月１３日（土）まで。（鈴木正朗記）

訃　報

蜂谷　隆三君（横浜市）　平成２０年６月２日逝去。

慶応大経済学部卒、三菱信託銀行勤務。退職後は子会社の進和ビル社長。
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【事務局からのお願い】


東濤会だより発行経費に充てるため、年会費を郵送者１，０００円、インターネット閲覧者５００円としていますが、お忘れの方がいます。会報継続のため振り込み方宜しくお願いします。


次号は来年１月に発行の予定です。皆さんからの話題提供をお待ちしています。県外からの投稿や紹介も大歓迎です。編集事務局・鈴木正朗君へご一報ください。





【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス


①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。





【あ　と　が　き】


昨年夏、第１号を発行して以来、東濤会だよりが第５号になった。毎回、発行日が近づくと編集スタッフが集まって打ち合わせをする。場所はいつからか霞城公園東大手門前にある最上義光歴史館の喫茶室になった。その最上義光歴史館が来年のＮＨＫ大河ドラマ「天地人」を控え、次第に注目度が高まっている。


最上義光は今から４０８年前の１６００（慶長５）年、 “奥羽の関が原”といわれた戦いで「天地人」の主人公・直江兼続と激突した。ドラマの進展に伴い、義光歴史館の来館者も増えてくるだろう。これまではコーヒーや紅茶、抹茶などを飲みながら、ゆっくり打ち合わせができたが、今後も席を確保できるかどうか。


ところで第５号は松田博之君の「最上三十三観音巡拝」レポートをメーンとした。山形東濤会の有志１０人による「お札ぶち」。笈摺や御朱印帳を求め、数珠や納経本を手になかなか真面目な巡礼だったようだ。会員歴訪は南陽市池黒の多勢（旧姓相沢）恵子さんのお宅におじゃまし、大正ロマンを伝える貴重な洋館や調度品を拝見した。





【編　集　ス　タ　ッ　フ】


◇事務局＝鈴木　正朗  ０２３－６０８－７１９２　� HYPERLINK "mailto:aez76260@wind.odn.ne.jp" ��　aez76260@wind.odn.ne.jp�　


　　　　　（携帯）０９０－１３７４－２４４９   


◇委　員＝小笠原英雄　０２３－６３２－９１５５　　oga-1629@agate.plala.or.jp 


松永　貴夫  ０５０－３０１４－５７４４


清水 　 彬  ０５０－７５４７―９２４９　a-17-k@amber.plala.or.jp   


近藤　元一　０２３－６３１－３８００　　motokazu@ic-net.or.jp














多勢さんご夫妻を囲んで記念撮影





おじゃまします（会員歴訪）
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